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地方財政の役割

都道府県や市町村は、学校教育や福祉・衛生、警察・消防、道路、下水道などの整備といったさまざま
な行政分野の中心的な担い手であり、国民生活に大きな役割を果たしています。
ここでは、個々の地方公共団体の財政の集合である地方財政について、普通会計を中心として、平成

28年度の決算の状況、地方公共団体の財政健全化への取組（主に、健全化判断比率等の状況）などを紹
介していきます。（上下水道、交通、病院などの公営企業は、「地方公営企業」の項で紹介します。）

地方公共団体の会計の決算統計上の分類
地方公共団体の会計は、一般会計と特別会計に区分経理されていますが、各団体の会計区分は一様

ではないため、決算統計では、地方公共団体全体の財政の状況を明らかにするとともに地方公共団体相
互間の比較を可能とする観点から、統一的な方法により、一般行政部門の会計を普通会計として整理し、
その他の会計（公営事業会計）と区分しています。

一般行政部門の会計

公営企業会計

国民健康保険
事業会計

後期高齢者医療
事業会計

介護保険
事業会計

など

など

● 水道事業 　● 交通事業 　● 電気事業 　● ガス事業
● 病院事業 　● 下水道事業 　● 宅地造成事業 　など

普通会計

その他の会計
（公営事業会計）

学校教育 福祉

道路 消防

地方公共団体の会計
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地方政府の支出は、どの程度の規模なのでしょうか？
地方政府の規模を国内総生産（支出側、名目）に占める割合でみると、地方政府が10.9％を占めてお

り、中央政府の約2.7倍となっています。

22兆393億円
（4.1％）

58兆5,315億円
（10.9％）

45兆3,339億円
（8.4％）

7兆2,584億円
（1.3％）

133兆1,632億円
（24.7％）

国内総生産（支出側、名目）
539兆2,543億円（100％）

312兆2,214億円
（57.9％）

88兆5,672億円
（16.4％）
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（兆円）

400兆7,886億円
（74.3％）

5兆3,026億円
（1.0％）

企業部門 家計部門 純輸出

民間部門 財貨・サービスの純輸出公的部門

中央政府 地方政府
社会保障基金 公的企業

国内総生産（支出側、名目）と地方財政（平成28年度）
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地方財政の役割

公的支出の内訳を最終支出主体別にみると、政府最終消費支出においては42.6％、公的総資本形成
においては49.5％を地方政府が支出しています。地方政府は中央政府を上回る最終支出主体であり、
国民経済上、大きな役割を担っています。

公的支出
133兆1,632億円

（100.0％）

●公的総資本形成
6兆3,256億円（4.8％）

中  央
22兆393億円（16.6％）
●政府最終消費支出
15兆7,137億円（11.8％）

●政府最終消費支出
45兆1,992億円（33.9％）

●公的総資本形成
13兆3,323億円（10.0％）

●公的総資本形成
412億円（0.0％）

●政府最終消費支出
45兆2,927億円（34.0％）

社会保障基金
45兆3,339億円（34.0％）

地  方
58兆5,315億円（44.0％）

●公的総資本形成
7兆2,584億円（5.5％）

0 20 40 60 80 100

公的総資本形成
26兆9,575億円

政府最終消費支出
106兆2,056億円 14.8％ 42.6％ 42.6％

23.5％ 0.2％ 49.5％ 26.9％

中央 社会保障基金 地方 公的企業

公的企業
7兆2,584億円（5.5％）

554,327
（11.3）

231,688
（4.7）

374,890
（7.6）

21
1,231,666
（25.0）
（45.0）

（年度）

583,896
（11.3）

224,884
（4.3）

435,880
（8.4）

26
1,314,835
（25.4）
（44.4）

585,315
（10.9）

220,393
（4.1）

453,339
（8.4）

28
　　1,331,632億円

（24.7％）
（44.0％）

27
1,328,239
（24.9）
（44.1）

574,040
（10.8）

228,082
（4.3）

340,000
（6.4）

平成18
1,209,013
（22.9）
（47.5）

566,707
（10.7）

226,883
（4.3）

352,578
（6.6）

19
1,216,709
（22.9）
（46.6）

567,395
（11.2）

227,980
（4.5）

424,673
（8.4）

25
1,287,823
（25.4）
（44.1）

559,316
（11.2）

213,685
（4.3）

389,142
（7.8）

22
1,227,558
（24.6）
（45.6）

560,536
（11.3）

212,324
（4.3）

403,555
（8.2）

23
1,239,627
（25.1）
（45.2）

24

557,760
（11.3）

208,837
（4.2）

414,366
（8.4）

1,247,756
（25.2）
（44.7）

547,774
（10.8）

226,679
（4.4）

360,099
（7.1）

70,760
（1.4）

70,175
（1.4）

72,584
（1.3）

585,867
（11.0）

217,918
（4.1）

451,296
（8.5）

73,158
（1.4）66,891

（1.3）
70,541
（1.3）

67,774
（1.3）65,415

（1.3）
63,212
（1.3）

66,793
（1.4）69,720

（1.4）

20
1,204,271
（23.6）
（45.5）

公 

的 

支 

出

●社会保障
　基金

●公的企業

●中央

●地方

公的支出額
国内総生産（支出側、
名目）に占める公的支
出の割合
公的支出に占める
地方の割合

公的支出に占める地方政府の割合は、どの程度の規模なのでしょうか？

公的支出の状況

公的支出の推移
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どのような分野で地方の歳出割合が高いのでしょうか？
国と地方を通じた歳出純計額の目的別歳出について、最終支出の主体に着目して国と地方に分ける

と、下図のようになります。
地方の歳出の割合が高いのは、主に、民生費、衛生費、学校教育費などの日常生活に関係の深い分野

です。

99％ 1％衛生費 3.7％ 保健所・ごみ処理等

小・中学校、幼稚園等

公民館、図書館、博物館等

児童福祉、
介護などの老人福祉、生活保護等

都市計画、道路、橋りょう、
公営住宅等

河川海岸

戸籍、住民基本台帳等

87％ 13％学校教育費 8.9％

78％ 22％司法警察消防費 4.0％

78％ 22％社会教育費等 2.9％

36％ 64％公債費 20.6％

46％ 54％
住宅費等 1.6％

78％ 22％災害復旧費等 0.6％

44％ 56％
農林水産業費 1.7％

3％ 97％恩給費 0.2％

100％民生費のうち年金関係 6.7％

100％防衛費 3.0％

76％ 24％一般行政費等 7.4％

100％その他 1.5％

74％ 26％国土開発費 8.2％

71％ 29％民生費（年金関係を除く。）

22.4％

63％ 37％国土保全費 1.6％
62％ 38％商工費 5.0％

地方の割合　57.8％地方の割合　57.8％ 国の割合　42.2％国の割合　42.2％

国と地方の主な目的別歳出の割合（最終支出ベース）
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平成28年度決算の概況

1 歳入
101兆4,598億円（前年度比4,576億円減、0.4％減）
通常収支分 97兆6,422億円（前年度比1,311億円増、0.1％増）
東日本大震災分 3兆8,177億円（前年度比5,888億円減、13.4％減）
通常収支分の増加は国庫支出金の増加等によるものです。
東日本大震災分の減少は繰入金の減少等によるものです。

2 歳出
98兆1,415億円（前年度比2,638億円減、0.3％減）
通常収支分 94兆7,666億円（前年度比1,958億円増、0.2％増）
東日本大震災分 3兆3,749億円（前年度比4,595億円減、12.0％減）
通常収支分の増加は、扶助費の増加等によるものです。
東日本大震災分の減少は、普通建設事業費の減少等によるものです。

3 決算収支
実質収支は、1兆9,605億円の黒字となっています。

区　分
決算額 赤字の団体数

平成28年度 平成27年度 平成28年度 平成27年度

実質収支 1兆9,605億円 1兆9,624億円 － －

単年度収支 28億円 1,252億円 1,702 1,133

実質単年度収支 ▲1,001億円 5,018億円 1,595 1,055

（注） 実質収支は、歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源を控除した額をいいます。 
単年度収支は、当該年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額をいいます。 
実質単年度収支は、単年度収支に、財政調整基金への積立額及び地方債の繰上償還額を加え、財政調整基金の取崩し額を差し引いた額をいいます。

地方財政の状況05



4 決算規模の推移
通常収支分は、歳入、歳出ともに4年連続で増加しています。

平成18 25 26 27 2824 （年度）

（兆円）

85

0

90

95

100

105

99.8

96.4

93.8

101.5兆円

91.1

98.1兆円

5.35.3

6.06.0

97.6

3.8

94.8

101.1

97.4
96.2 97.5 97.5

4.9

93.2 94.5 94.6

4.2

91.5
89.2

102.1

98.5
4.6

4.0

4.4

3.8 3.4

101.9

98.4

歳出 （東日本大震災分）歳出（通常収支分）
歳入 （東日本大震災分）歳入（通常収支分）

5 主な財政指標
経常収支比率は、前年度より1.7ポイント上昇し、93.4％となりました。
実質公債費比率は、前年度より0.6ポイント低下し、9.3％となりました。

区　分 平成28年度 平成27年度 対前年度増減
経常収支比率 93.4％ 91.7％ 1.7
実質公債費比率 9.3％ 9.9％ ▲0.6

6 普通会計が負担すべき借入金残高
地方債現在高に交付税特別会計借入金残高及び企業債現在高（普通会計負担分）を加えた借入金残
高は、197兆3,189億円（前年度末比1兆7,781億円減、0.9％減）となりました。

区　分 平成28年度 平成27年度 増減額 増減率
地方債現在高 144兆9,087億円 145兆5,264億円 ▲6,178億円 ▲0.4％
地方債現在高

（臨時財政対策債除き） 93兆137億円 94兆8,647億円 ▲1兆8,510億円 ▲2.0％

交付税特別会計
借入金残高 32兆4,173億円 32兆8,173億円 ▲4,000億円 ▲1.2％

企業債現在高
（普通会計負担分） 19兆9,929億円 20兆7,533億円 ▲7,604億円 ▲3.7％

合　計 197兆3,189億円 199兆970億円 ▲1兆7,781億円 ▲0.9％
（注）企業債現在高（普通会計負担分）は、決算統計をベースとした推計値です。
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歳入
行政活動のためのお金は、どこから来ているのでしょうか？

1 歳入内訳
歳入に占める割合は、地方税、地方交付税、国庫支出金、地方債の順になっています。このうち、地方税

や地方交付税のように、使途が特定されていない財源を一般財源と呼んでいます。地方公共団体が、さ
まざまな行政ニーズに適切に対応するためには、この一般財源の確保が重要になりますが、その構成比
は58.2％となっています。

純計
101兆4,598億円

◆国庫支出金
15兆6,871億円（15.5%）

◆地方債
10兆3,873億円（10.2%）

◆その他
16兆2,905億円（16.1%）

●地方税
39兆3,924億円（38.8%）

●臨時財政対策債
3兆7,394億円（3.7%）

●地方譲与税
2兆3,402億円（2.3%）

●地方特例交付金
1,233億円（0.1%）

●地方交付税
17兆2,390億円（17.0%）

一般財源
59兆949億円（58.2%）

都道府県
51兆6,231億円

市町村
58兆4,007億円

◆国庫支出金
6兆4,861億円
（12.6%）

◆地方債
5兆5,261億円
（10.7%）

◆その他
8兆3,342億円
（16.1%）

◆国庫支出金
9兆2,010億円
（15.8%）

◆地方債
4兆8,892億円
（8.4%）

◆都道府県支出金
3兆9,540億円
（6.8%）

◆その他
9兆8,689億円
（16.8%）

●地方税
20兆2,516億円
（39.2%）

●地方譲与税
1兆9,248億円
（3.7%）

●地方特例交付金
493億円
（0.1%）
●地方交付税
9兆500億円
（17.5%）

●地方税
19兆1,407億円
（32.8%）
●地方譲与税
4,154億円
（0.7%）

●地方特例交付金
740億円
（0.1%）

●地方交付税
8兆1,890億円
（14.0%）

●臨時財政対策債
2兆1,701億円
（4.2%）

●その他の一般財源
10億円
（0.0%）

●その他の一般財源
2兆6,685億円
（4.6%）

●臨時財政対策債
1兆5,693億円
（2.7%）

一般財源
30兆4,876億円
（52.2%）

一般財源
31兆2,767億円（60.6%）

地 方 譲 与 税：国税として徴収され、地方公共団体に譲与される税で、地方揮発油譲与税などがあります。
地方特例交付金：平成28年度における地方特例交付金は、個人住民税における住宅借入金等特別税額控除の実施に伴う地方公共団体の減収分を補塡するた

めに交付される減収補塡特例交付金です。
地 方 交 付 税：地方公共団体間の財源の不均衡を調整し、どの地域においても一定の行政サービスを提供できるよう財源を保障するための地方の固有財源

です（詳しくは13ページ「6地方交付税」をご覧ください。）。
国 庫 支 出 金：国が地方に対して支出する負担金、委託費、特定の施策の奨励又は財政援助のための補助金等の総称です。
地 方 債：地方公共団体の債務のうち、その履行が一会計年度を越えて行われるものをいいます。
臨時財政対策債：地方一般財源の不足に対処するため、投資的経費以外の経費にも充てられる地方財政法第5条の特例として発行される地方債です。
（注）国庫支出金には、交通安全対策特別交付金及び国有提供施設等所在市町村助成交付金を含めています。

歳入決算額の構成（平成28年度決算）
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2 通常収支分と東日本大震災分

東日本大震災分
3兆8,177億円◆国庫支出金

14兆3,326億円
（14.7%）
●うち普通建設事業費支出金
1兆4,649億円（1.5%）

●うち災害復旧事業費支出金
1,535億円（0.2%）

◆地方債
10兆2,366億円
（10.5%）

◆その他
14兆5,803億円（14.9%）

◆一般財源
58兆4,927億円（59.9%）

通常収支分
97兆6,422億円

◆国庫支出金
1兆2,965億円（34.0%）
●うち普通建設事業費支出金
997億円（2.6%）

●うち災害復旧事業費支出金
3,463億円（9.1%）

●うち東日本大震災復興交付金
1,636億円（4.3%）

◆地方債
1,507億円（3.9%）

◆一般財源
6,022億円（15.8%）
●うち震災復興特別交付税
4,877億円（12.8%）

◆その他
1兆7,683億円（46.3%）

東日本大震災分
2兆4,849億円

◆国庫支出金
5兆4,674億円（11.1%）
●うち普通建設事業費支出金
9,770億円（2.0%）

●うち災害復旧事業費支出金
1,090億円（0.2%）

◆地方債
5兆4,853億円（11.2%）

◆その他
7兆2,644億円（14.8%）

◆一般財源
30兆9,211億円（62.9%）

通常収支分
49兆1,382億円

◆国庫支出金
9,851億円（39.6%）
●うち普通建設事業費支出金
513億円（2.1%）

●うち災害復旧事業費支出金
2,830億円（11.4%）

●うち東日本大震災復興交付金
321億円（1.3%）

◆地方債
407億円（1.6%）

◆一般財源
3,556億円（14.3%）
●うち震災復興特別交付税
2,902億円（11.7%）

◆その他
1兆1,035億円
（44.5%）

東日本大震災分
1兆7,031億円

◆国庫支出金
8兆8,652億円（15.6%）
●うち普通建設事業費支出金
4,880億円（0.9%）

●うち災害復旧事業費支出金
445億円（0.1%）

◆地方債
4兆7,786億円（8.4%）

◆その他
9兆1,941億円（16.3%）

◆一般財源
30兆2,409億円（53.3%）

通常収支分
56兆6,976億円

◆国庫支出金
3,114億円（18.3%）
●うち普通建設事業費支出金
484億円（2.8%）

●うち災害復旧事業費支出金
632億円（3.7%）

●うち東日本大震災復興交付金
1,315億円（7.7%）

◆地方債
1,106億円（6.5%）

◆都道府県支出金
3,352億円（19.7%）

◆一般財源
2,467億円（14.5%）
●うち震災復興特別交付税
1,975億円（11.6%）

◆その他
6,992億円
（41.0%）

◆都道府県支出金
3兆6,188億円（6.4%）

市町村

純計

都道府県
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歳入

3 歳入内訳の推移
一般財源の構成比は、平成23年度から減少傾向にありましたが、26年度以降増加しています。

平成18年度 91.5兆円

平成26年度 102.1兆円

平成28年度 101.5兆円

平成24年度 99.8兆円

17.8兆円
（17.4%）11.5兆円

（11.3%）

15.5兆円
（15.2%）

14.3兆円
（15.7%）9.6兆円

（10.5%）

10.5兆円
（11.5%）

57.0兆円（62.3%）

36.5兆円
（39.9%）

16.0兆円
（17.5%）

57.3兆円（56.1%）

36.8兆円
（36.0%）

2.9兆円（2.9%） 0.1兆円（0.1%）

17.4兆円
（17.1%）

16.3兆円
（16.1%）10.4兆円

（10.2%）

15.7兆円
（15.5%）

59.1兆円（58.2%）

2.3兆円（2.3%）

39.4兆円
（38.8%）

17.2兆円
（17.0%）

0.1兆円（0.1%）

16.9兆円
（16.8%）12.3兆円

（12.4%）

15.5兆円
（15.6%）

55.1兆円（55.2%）

34.5兆円
（34.5%）

18.3兆円
（18.3%）

0 100兆円

一般財源 臨時財政対策債 その他地方債国庫支出金地方税 地方譲与税 地方特例交付金 地方交付税

3.7兆円（4.1%） 0.8兆円（0.9%）

2.3兆円（2.3%）

〔61.1兆円（61.2％）〕

〔62.8兆円（61.9％）〕

〔62.7兆円（61.5％）〕

〔59.6兆円（65.1％）〕

0.1兆円（0.1%） 5.9兆円（5.9%）

〔　〕は、一般財源+臨時財政対策債

2.6兆円（2.8%）

5.5兆円（5.4%）

3.7兆円（3.7%）

平成25年度 101.1兆円16.6兆円
（16.5%）12.3兆円

（12.2%）

16.5兆円
（16.3%）

55.7兆円（55.0%）

35.4兆円
（35.0%）

17.6兆円
（17.4%）

2.6兆円（2.5%）

〔61.7兆円（61.0％）〕

0.1兆円（0.1%） 6.0兆円（6.0%）

平成27年度 101.9兆円16.7兆円
（16.3%）10.7兆円

（10.5%）

15.3兆円
（15.0%）

59.3兆円（58.2%）

39.1兆円
（38.4%）

2.7兆円（2.6%） 0.1兆円（0.1%）

17.4兆円
（17.1%）

〔63.7兆円（62.5％）〕

4.4兆円（4.4%）

（注）国庫支出金には、交通安全対策特別交付金及び国有提供施設等所在市町村助成交付金を含めています。

純計
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4  国税と地方税の割合
国税と地方税を合わせ租税として徴収された額

は98兆3,487億円となっており、このうち国税が
59.9％、地方税が40.1％を占めています。

5 地方税
地方税は、道府県税と市町村税に分かれます。

（注）東京都が徴収した市町村税相当額は、市町村税に含み、道府県税には含みません。

◆事業税 4兆2,613億円（23.5％）

◆自動車税
1兆5,349億円（8.5％）

◆軽油引取税
9,331億円（5.2％）

◆不動産取得税
3,967億円（2.2％）

◆道府県たばこ税
1,489億円（0.8％）

◆自動車取得税 1,461億円（0.8％）

●法人分 7,535億円（4.2％）

●個人分 5兆935億円（28.1％）

◆道府県民税
5兆8,914億円（32.5％）

●利子割 445億円（0.2％）

●法人分 4兆633億円（22.4％）
●個人分 1,980億円（1.1％）

◆その他 988億円（0.5％）

総額
18兆1,140億円

◆地方消費税
4兆7,028億円（26.0％）

総額
21兆2,784億円

◆固定資産税
8兆8,935億円（41.8％）

◆都市計画税
1兆2,616億円（5.9％）

◆市町村たばこ税
9,109億円（4.3％）

◆その他
6,388億円（3.0％）

●法人分
2兆2,085億円（10.4％）

◆市町村民税
9兆5,736億円（45.0％）

●個人分
7兆3,651億円（34.6％）

租税総額
98兆3,487億円

◆国税
58兆9,563億円
     （59.9％）

◆地方税
39兆3,924億円

（40.1％）

●市町村税
21兆2,784億円
（21.6％）

●道府県税
18兆
1,140億円
（18.4％）

市町村税の税収の構成（平成28年度決算）

道府県税の税収の構成（平成28年度決算）
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道府県税収入額の推移

歳入

道府県税は、平成24年度以降、5年連続で増加しています。

（注）市町村税収入額は、東京都が徴収した市町村税相当額を含めています。
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市町村税は、過去5年間でほぼ横ばいとなっています。
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地方税収の人口1人当たり税収額の指数（全国平均を100とした場合）

地域のニーズに応じた行政サービスを自らの責任と判断で実施できるよう、税源の偏在度が小さく税
収の安定性を備えた地方税体系を構築することが必要です。
地方税収について、全国平均を100として、都道府県別に人口1人当たりの税収額を比較してみると、

最も大きい東京都と、最も小さい沖縄県とでは、約2.4倍の格差となっています。

300250200150100500200150100500 200150100500 200150100500 200150100500

北 海 道
青 森 県
岩 手 県
宮 城 県
秋 田 県
山 形 県
福 島 県
茨 城 県
栃 木 県
群 馬 県
埼 玉 県
千 葉 県
東 京 都
神奈川県
新 潟 県
富 山 県
石 川 県
福 井 県
山 梨 県
長 野 県
岐 阜 県
静 岡 県
愛 知 県
三 重 県
滋 賀 県
京 都 府
大 阪 府
兵 庫 県
奈 良 県
和歌山県
鳥 取 県
島 根 県
岡 山 県
広 島 県
山 口 県
徳 島 県
香 川 県
愛 媛 県
高 知 県
福 岡 県
佐 賀 県
長 崎 県
熊 本 県
大 分 県
宮 崎 県
鹿児島県
沖 縄 県
全国平均

決　算　額

個人住民税

１２.２兆円
最大/最小：２.６倍

法人関係二税

６.３兆円
最大/最小：６.１倍

地方消費税（清算後）

４.７兆円
最大/最小：１.６倍

平成28年度

地方税計

３８.６兆円
最大/最小：２.４倍

固定資産税

８.９兆円
最大/最小：２.３倍

84.2
71.6
77.6
93.4

70.1
76.3
88.6
91.3
96.6
96.0
88.4
92.9

167.0
104.4
86.7
94.0
96.0
97.6
90.7
87.4
88.9
102.2
118.8

94.9
91.4
92.4
104.4
93.4
74.1
78.1
72.9
75.4
89.5
94.8
86.2
81.3
87.8
79.8
72.1
88.0
76.7
69.7
72.9
79.8
72.2
72.5
68.5
100.0

80.0
65.4
70.7
87.6

63.1
71.7
79.4
90.9
90.8
86.5
105.6
109.4

162.3
127.2

76.9
89.8
89.7
87.0
85.3
83.3
87.7
97.2
114.4

91.8
92.2
94.1
94.7
99.3
90.2
73.6
69.7
72.5
83.1
92.9
80.8
76.1
83.6
73.0
71.2
84.7
70.8
69.5
68.6
71.2
65.2
65.4
62.6
100.0

70.9

66.1
55.5
68.5
96.9

54.2
58.8
90.3
79.8
86.5
106.1

60.6
68.1

249.6
79.6
77.7
83.9
96.4
100.0
88.2
76.2
74.1
95.0
142.1

83.6
85.2
76.3
118.4

70.9
41.0
55.6
57.7
66.6
77.1
91.4
81.2

93.8
72.2
56.1
81.5
63.4
51.5
53.9
65.6
54.9
55.7
57.1
100.0

104.6
95.6
95.1
98.5
101.1
95.8
96.1
88.5
99.9
98.1
81.3
87.0

132.5
90.3
97.4
100.5
105.1
101.9
101.0
102.4
94.6
102.7
104.0
93.6
86.9
104.2
105.8
90.2
82.0
89.7
99.4
95.5
97.1
100.6
94.9
95.2
103.3
95.5
98.9
99.4
96.7
96.2
98.0
98.7
99.0
96.9
81.8
100.0

76.7
74.4
75.8
84.5
70.0
75.4
84.4
94.7
101.1
97.1
88.3
91.8

156.8
104.1
95.5
100.2
93.9
109.6
95.3
90.2
92.7
108.8
117.1
102.2
97.9
95.4
105.0
98.9

71.2
81.8
73.7
78.9
93.8
94.4
89.9
88.3
84.6
91.2
72.5
87.0
79.0
67.8
72.6
85.6
74.9
77.5
81.5
100.0

（注1）「最大／最小」は、各都道府県ごとの人口1人当たり税収額の最大値を最小値で割った数値です。
（注2）地方税収計の税収額は、超過課税及び法定外税等を除いたものです。
（注3）個人住民税の税収額は、個人道府県民税（均等割及び所得割）及び個人市町村民税（均等割及び所得割）の合計額であり、超過課税分を除いています。
（注4）法人関係二税の税収額は、法人道府県民税、法人市町村民税及び法人事業税（地方法人特別譲与税を含まない。）の合計額であり、超過課税分等を除いています。
（注5）固定資産税の税収額は、道府県分を含み、超過課税分を除いています。
（注6）人口は、平成29年1月1日現在の住民基本台帳人口です。
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歳入

6 地方交付税
本来、地方自治の観点からは、行政活動に必要な財源は、それぞれの地方公共団体がその住民から徴
収した地方税で賄うのが理想ですが、税源の地域的不均衡により、多くの地方公共団体が必要な税収を
確保できません。そこで、本来地方の税収入とすべき財源を国が代わって徴収し、財政力の弱い地方公
共団体に対して、地方交付税として再配分しています。

1.地方交付税総額の決定
地方交付税の総額は、国税の一定割合（所得税・法人税の33.1％、酒税の50％、消費税の22.3％及

び地方法人税の全額）を基本としつつ、地方財政全体の標準的な歳入、歳出の見積りに基づき決定され
ます。
平成28年度における地方交付税総額は17兆2,390億円、前年度比0.9％減となっています。

2.各地方公共団体の普通交付税の算定方式
次のような仕組みで各地方公共団体の普通交付税の額が算定されています。

基準財政需要額 基準財政収入額 普通交付税額

単位費用
× 測定単位（国勢調査人口等）
× 補正係数（段階補正等）

基準財政需要額
－ 基準財政収入額

標準的な地方税収入
× 基準税率（75％）
＋ 地方譲与税等

（注1） 基準財政需要額は、各地方公共団体の合理的かつ妥当な水準における財政需要として算定されるものであり、義務教育や生活保護、公共事業等の国庫負
担金事業の地方負担を算入することが義務づけられています。なお、平成13年度からは、基準財政需要額の一部を地方財政法第5条の特例地方債（臨時
財政対策債）に振り替えることとしています。

（注2） 標準的な地方税収入には、当該団体が独自に課税する「法定外普通税・法定外目的税」、地方税法に規定する標準税率を超えて行う「超過課税」の額は算入
されません。

3.地方交付税の機能
地方交付税は、地方公共団体

間の財源の不均衡を調整し、ど
の地域に住む住民にも標準的
な行政サービスや基本的な社
会資本が提供できるように財源
を保障するためのものです。
地方交付税による財源調整
が働いている結果、歳入総額に
占める一般財源の割合は、人口
規模等による大きな違いは生
じていません。

地方税 地方譲与税等 地方特例交付金 地方交付税

0

20

40

60 53.953.9

38.4

2.9
12.6

55.455.4

26.1

4.6

24.7

55.055.0

24.1

4.7

26.2

54.854.8
11.7

5.5

37.5

小都市中都市 町村
(人口1万人以上)

町村
(人口1万人未満)

（%）

0.2

0.1 0.1

0.0

（注） 「中都市」とは、政令指定都市、中核市及び施行時特例市以外の市のうち人口10万人以上の市をいい、
「小都市」とは人口10万人未満の市をいいます。

市町村の歳入総額に占める一般財源の割合
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何に使われているのでしょうか？
1 目的別歳出
使われた費用を目的別に分類すると、民生費、教育費、公債費などに多くの財源が使われています。都

道府県では、教育費、民生費、公債費の順、市町村では、民生費、総務費、土木費の順となっています。

純計
98兆1,415億円

◆土木費
12兆182億円（12.2％）

◆総務費
8兆9,016億円（9.1％）

◆衛生費
6兆2,584億円（6.4％）

◆農林水産業費
3兆1,712億円（3.2％）

◆その他
6兆9,385億円（7.1％）

◆商工費
5兆1,951億円（5.3％）

◆民生費
26兆3,408億円（26.8％）

◆教育費
16兆7,458億円（17.1％）

◆公債費
12兆5,719億円（12.8％）

都道府県
50兆2,103億円
都道府県
50兆2,103億円

市町村
56兆4,951億円

◆総務費
2兆6,435億円
（5.3％）

◆衛生費
1兆7,095億円
（3.4％）

◆商工費
3兆4,729億円
（6.9％）

◆民生費
8兆5,548億円
（17.0％）
◆教育費
11兆1,049億円
（22.1％）

◆公債費
6兆9,159億円
（13.8％）

◆土木費
5兆5,573億円
（11.1％）

◆農林水産業費
2兆2,660億円
（4.5％）

◆その他
7兆9,855億円
（15.9％）

◆土木費
6兆6,531億円
（11.8％）

◆総務費
6兆8,183億円
（12.1％）

◆教育費
5兆7,503億円
（10.2％）

◆公債費
5兆6,922億円
（10.1％）

◆民生費
21兆128億円
（37.2％）

◆衛生費
4兆7,149億円
（8.3％）

◆商工費
1兆7,636億円
（3.1％）

◆農林水産業費
1兆3,600億円
（2.4％）

◆その他
2兆7,299億円（4.8％）

総務費：全般的な管理事務、財政・会計管理事務に要する費用等
民生費：児童、高齢者、心身障害者等のための福祉施設の整備・運営・生活保護の実施等の費用
教育費：学校教育、社会教育などに使われる費用
土木費：道路、河川、住宅、公園など各種の公共施設の建設整備の費用
公債費：借入金の元金・利子などの支払いの費用

歳出

目的別歳出決算額の構成（平成28年度決算）
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歳出

2 通常収支分と東日本大震災分（目的別歳出）

東日本大震災分
3兆3,749億円

◆総務費
8兆5,316億円（9.0%）

◆商工費
4兆8,738億円
（5.1%）

◆衛生費
6兆1,649億円
（6.5%）

◆農林水産業費
2兆9,598億円
（3.1%）

◆災害復旧費
3,395億円（0.4%）

◆その他
6兆556億円（6.5%）

◆民生費
25兆5,982億円（27.0%）
●うち災害救助費
　993億円（0.1%）

通常収支分
94兆7,666億円

◆教育費
16兆6,266億円
（17.5%）

◆公債費
12兆5,377億円
（13.2%）

◆土木費
11兆789億円（11.7%）

◆総務費
3,700億円（11.0%）

◆商工費
3,213億円
（9.5%）

◆衛生費
935億円
（2.8%）

◆農林水産業費
2,114億円
（6.3%）

◆災害復旧費
4,789億円（14.2%）

◆その他
643億円（1.9%）

◆民生費
7,426億円（22.0%）
●うち災害救助費
　7,221億円（21.4%）

◆教育費
1,193億円
（3.5%）
◆公債費
342億円
（1.0%）

◆土木費
9,394億円
（27.8%）

東日本大震災分
2兆2,167億円

◆総務費
2兆5,359億円（5.3%）

◆商工費
3兆1,807億円
（6.6%）

◆衛生費
1兆6,460億円
（3.4%）

◆農林水産業費
2兆1,178億円
（4.4%）

◆災害復旧費
2,070億円（0.4%）

◆その他
7兆4,098億円（15.6%）

◆民生費
7兆7,966億円（16.2%）
●うち災害救助費
　921億円（0.2%）

通常収支分
47兆9,936億円

◆教育費
11兆809億円
（23.1%）

◆公債費
6兆9,077億円
（14.4%）

◆土木費
5兆1,112億円（10.6%）

◆総務費
1,076億円（4.9%）

◆商工費
2,922億円
（13.2%）

◆衛生費
635億円
（2.9%）

◆農林水産業費
1,482億円
（6.7%）

◆災害復旧費
3,340億円（15.1%）

◆その他
348億円（1.6%）

◆民生費
7,581億円（34.1%）
●うち災害救助費
　7,400億円（33.4%）

◆教育費
240億円
（1.1%）
◆公債費
82億円
（0.4%）

◆土木費
4,461億円（20.0%）

東日本大震災分
1兆5,284億円

◆総務費
6兆5,402億円（11.9%）

◆商工費
1兆7,331億円
（3.2%）

◆衛生費
4兆6,751億円
（8.5%）

◆農林水産業費
1兆2,713億円
（2.3%）

◆災害復旧費
1,542億円（0.3%）

◆その他
2兆3,932億円（4.3%）

◆民生費
20兆7,361億円
（37.7%）
●うち災害救助費
　422億円（0.1%）

通常収支分
54兆9,668億円

◆教育費
5兆6,500億円
（10.3%）

◆公債費
5兆6,657億円（10.3%）

◆土木費
6兆1,479億円（11.2%）

◆総務費
2,781億円（18.2%）

◆商工費
305億円
（2.0%）

◆衛生費
398億円
（2.6%）

◆農林水産業費
887億円
（5.8%）

◆災害復旧費
1,494億円（9.8%）

◆その他
332億円（2.2%）

◆民生費
2,767億円（18.1%）
●うち災害救助費
　2,662億円（17.4%）

◆教育費
1,003億円
（6.6%）

◆公債費
265億円
（1.7%）

◆土木費
5,052億円（33.0%）

市町村

純計

都道府県
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3 目的別歳出の内訳
平成18年度と平成28年度を比べると、民生費が大きく増加しています。
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民生費の目的別内訳の推移

目的別歳出決算額の推移
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歳出

災害救助費

生活保護費

社会福祉費

老人福祉費

児童福祉費

3,084億円（1.5％）
3兆7,847億円（18.0％）

7兆5,337億円
（35.9％）

3兆7,328億円
（17.8％）

5兆6,533億円
（26.9％）

8,321億円（9.7％）
2,489億円（2.9％）
1兆6,698億円
（19.5％）

3兆1,345億円
（36.6％）

2兆6,694億円
（31.2％）

8,214億円（3.1％）
3兆9,939億円（15.2％）

8兆1,526億円
（31.0％）

6兆2,193億円
（23.6％）

7兆1,536億円
（27.2％）

純　計
26兆3,408億円

都道府県
8兆5,548億円

市町村
21兆128億円

その他

社会教育費

保健体育費

高等学校費

教育総務費

中学校費

小学校費

純　計
16兆7,458億円

都道府県
11兆1,049億円

市町村
5兆7,503億円

2兆9,703億円
（17.7％）

2兆2,713億円（13.6％）

2兆7,520億円
（16.4％）

4兆6,589億円
（27.8％）

1兆4,742億円（8.8％）
1兆2,322億円（7.4％）

1兆3,869億円（8.3％）

3兆3,749億円
（30.4％）

7,310億円（12.7％）

1兆538億円
（18.3％）

1兆2,980億円
（22.6％）

8,766億円（15.2％）

1,530億円（2.7％）

3,491億円（6.1％）1兆444億円（9.5％）

2兆248億円
（18.2％）

2兆1,327億円（19.2％）

2兆1,471億円（19.3％）

1,921億円（1.7％）
1,889億円（1.7％）

1兆2,888億円
（22.4％）

その他

港湾費

住宅費

河川海岸費

道路橋りょう費

都市計画費

純　計
12兆182億円

都道府県
5兆5,573億円

市町村
6兆6,531億円

2兆3,978億円
（43.1％） 1兆8,389億円

（27.6％）

1兆1,461億円
（20.6％）

9,472億円（17.0％）

3兆3,496億円
（50.3％）

6,116億円（5.1％） 2,842億円（5.2％）

4,219億円（3.5％）

1,730億円（2.6％）
1,653億円（2.5％）

1兆3,051億円（10.9％）

4兆1,976億円
（34.9％）

4兆2,338億円
（35.2％）

1兆2,482億円（10.4％） 7,804億円（11.7％）

2,790億円（5.0％）

3,459億円（5.3％）
5,030億円（9.1％）

民生費の目的別内訳

教育費の目的別内訳

土木費の目的別内訳
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4 性質別歳出
使われた費用を性質別に分類すると、支出が義務づけられ、任意に削減することが困難な「義務的経費」

（人件費、扶助費及び公債費）、「投資的経費」（普通建設事業費など）、「その他の経費」（物件費、補助費
等、積立金、繰出金など）に分けることができます。

使われた費用はどのような性質のものでしょうか？

都道府県
50兆2,103億円

市町村
56兆4,951億円

●うち単独事業費
6兆4,006億円（6.5%）

●うち補助事業費
7兆1,241億円（7.3%）

●人件費
22兆4,686億円（22.9%）

●普通建設事業費
14兆3,069億円（14.6%）

●扶助費
14兆98億円（14.3%）

●公債費
12兆5,455億円（12.8%）

●後期高齢者医療事業会計
1兆5,421億円（1.6%）

◆その他
5兆8,882億円（5.9%）

◆補助費等
9兆8,422億円（10.0%）

◆積立金
3兆3,175億円（3.4%）

◆繰出金
5兆4,477億円（5.6%）

◆物件費
9兆4,968億円（9.7%）

●国民健康保険事業会計
1兆3,558億円（1.4%）

●介護保険事業会計
1兆4,960億円（1.5%）

●うち単独事業費
4兆1,081億円（7.3%）

●うち補助事業費
3兆4,854億円（6.2%）

●普通建設事業費
   7兆7,906億円（13.8%）

●人件費
8兆7,488億円

（15.5%）

●扶助費
12兆9,275億円

（22.9%）

●公債費
5兆6,864億円

（10.1%）

◆その他
2兆1,694億円
（3.9%）

◆補助費等
4兆110億円
（7.1%）

◆積立金
1兆7,425億円
（3.1%）

◆繰出金
5兆3,063億円
（9.4%）

◆物件費
7兆8,091億円
（13.8%）

●うち単独事業費
   2兆5,266億円（5.0%）
●うち補助事業費
   3兆9,095億円（7.8%）

●普通建設事業費
   7兆1,504億円（14.2%）

●人件費
13兆7,198億円

（27.3%）

●扶助費
1兆823億円

（2.2%）

●公債費
6兆8,953億円

（13.7%）

◆その他
3兆7,482億円
（7.5%）

◆補助費等
13兆6,693億円
（27.2%）

◆積立金
1兆5,750億円
（3.1%）

◆繰出金
1,414億円
（0.3%）

◆物件費
1兆6,877億円
（3.4%）

純計
98兆1,415億円

義務的経費
49兆239億円（50.0%）

投資的経費
15兆1,252億円（15.4%）

義務的経費
27兆3,627億円
（48.4%）

投資的経費
8兆941億円（14.3%）

義務的経費
21兆6,974億円
（43.2%）

投資的経費
7兆6,913億円（15.3%）

性質別歳出決算額の構成（平成28年度決算）
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歳出

5 通常収支分と東日本大震災分（性質別歳出）

東日本大震災分
3兆3,749億円

◆積立金
2兆5,794億円
（2.7%）

◆その他
11兆562億円
（11.6%）

◆義務的経費
48兆9,519億円
（51.7％）

通常収支分
94兆7,666億円

◆投資的経費
13兆3,175億円（14.1％）◆物件費

9兆1,554億円
（9.7％）

◆補助費等
9兆7,062億円
（10.2％）

●人件費
22兆4,353億円
（23.7％）
●扶助費
14兆53億円
（14.8％）
●公債費
12兆5,113億円
（13.2％）

●普通建設事業費　12兆9,779億円（13.7％）
●災害復旧事業費　3,395億円（0.4％）

◆積立金
7,382億円
（21.9％）

◆その他
2,796億円
（8.3％）

◆義務的経費
720億円（2.1％）

◆投資的経費
1兆8,077億円
（53.6％）

◆物件費
3,414億円（10.1％）

◆補助費等
1,360億円
（4.0％）

●人件費　333億円（1.0％）
●扶助費　45億円（0.1％）
●公債費　342億円（1.0％）

●普通建設事業費
　1兆3,289億円
　（39.4％）
●災害復旧事業費
　4,788億円
　（14.2％）

東日本大震災分
2兆2,167億円

◆積立金
1兆610億円
（2.2％）

◆その他
3兆6,461億円
（7.6％）

◆義務的経費
21兆6,696億円
（45.2％）

通常収支分
47兆9,936億円

◆投資的経費
6兆7,356億円（14.0％）◆物件費

1兆6,316億円
（3.4％）

◆補助費等
13兆2,497億円
（27.6％）

●人件費
13兆7,011億円

（28.5％）
●扶助費

1兆814億円
（2.3％）
●公債費

6兆8,871億円
（14.4％）

●普通建設事業費　6兆5,286億円（13.6％）
●災害復旧事業費　2,070億円（0.4％）

◆積立金
5,140億円
（23.2％）

◆その他
2,434億円
（11.0％）

◆義務的経費
278億円（1.3％）

◆投資的経費
9,558億円
（43.1％）

◆物件費
561億円（2.5％）

◆補助費等
4,196億円
（18.9％）

●人件費　187億円（0.8％）
●扶助費　9億円（0.0％）
●公債費　82億円（0.4％）

●普通建設事業費
　6,218億円 
　（28.1％）
●災害復旧事業費
　3,340億円
　（15.1％）

東日本大震災分
1兆5,284億円

◆積立金
1兆5,184億円
（2.8％）

◆その他
7兆4,391億円
（13.5%）

◆義務的経費
27兆3,179億円
（49.7％）

通常収支分
54兆9,668億円

◆投資的経費
7兆2,172億円（13.1％）◆物件費

7兆5,238億円
（13.7％）

◆補助費等
3兆9,504億円
（7.2％）

●人件費
8兆7,342億円
（15.9％）
●扶助費
12兆9,240億円
（23.5％）
●公債費
5兆6,598億円
（10.3％）

●普通建設事業費　7兆629億円（12.8％）
●災害復旧事業費　1,542億円（0.3％）

◆積立金
2,241億円
（14.7%）

◆その他
368億円
（2.3%）

◆義務的経費
447億円（2.9%）

◆投資的経費
8,769億円
（57.4%）

◆物件費
2,853億円（18.7%）

◆補助費等
606億円
（4.0%）

●人件費　146億円（1.0%）
●扶助費　36億円（0.2%）
●公債費　265億円（1.7%）

●普通建設事業費
　7,277億円
　（47.6%）
●災害復旧事業費
　1,492億円
　（9.8%）

純計

市町村

都道府県
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（年度）
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7.8 8.2 8.5 9.1 11.2 12.0 12.0 12.2 12.9 13.3 14.0

13.3 13.0 13.1 12.9 12.9 12.9 13.0 13.1 13.3 12.9 12.5

14.8 13.9 13.2 14.5 13.5 13.3 13.4 15.1 15.5 14.9 15.1

7.5 7.6 7.5 7.9 8.0 8.8 8.7 8.9 9.1 9.3 9.5
7.4 7.5 8.1 10.7 9.4 8.9 9.2 9.5 9.3 9.9 9.84.6 4.6 4.8

4.9 5.0 5.1 5.2 5.1 5.4 5.6 5.48.8 9.1 9.9
12.2 11.1 12.6 11.9 11.3 10.5 9.9 9.289.2 89.1 89.7
96.1 94.8 97.0 96.4 97.4 98.5 98.4 98.1兆円

人件費 扶助費 公債費 投資的経費 物件費 補助費等 繰出金 その他

（年度）

1.4 1.6 1.8 2.0 2.1 2.3 2.50.3 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2
3.0 3.2 3.3 3.3

5.0 5.2 5.0
2.7 2.7 2.7 3.1

3.4
3.5 3.6

0.5 0.5 0.5
0.5

0.5
0.7 0.6

7.8 8.2 8.5
9.1

11.2
12.0 12.0

2.7

0.2

5.0

3.7

0.6
12.2

0
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12

14

平成18 19 20 21 22 23 24 25

（兆円）

3.1

0.2

5.3

3.7

0.6
12.9

26

3.6

0.2

5.8

3.7

0.7
14.0兆円

3.1

0.2

5.6

3.7

0.7
13.3

2827

社会福祉費 老人福祉費 児童福祉費 生活保護費 その他

6 性質別歳出の内訳
扶助費、補助費等、繰出金、物件費が増加傾向にあります。

性質別歳出決算額の推移

扶助費の目的別内訳の推移

平成30年版  地方財政白書ビジュアル版 20



歳出

22.5

25.1 25.3
24.6

24.0
23.5 23.4 23.0

13.6

15.0 15.1
14.7

14.3 14.1 14.1 13.9

8.9

22.6 22.5

13.7 13.7

8.9 8.7

10.1 10.2 9.9 9.7 9.4 9.4 9.1

22.2

13.4

8.8

（年度）

（兆円）

27

26

25

24

23

16

15
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10

9

14

0

都道府県純計 市町村

27 28平成18 19 20 21 22 23 24 25 26

（%）
100

0

20

40

60

80

105億円
0.0％
105億円
0.0％

純　計
22兆4,686億円

都道府県
13兆7,198億円

市町村
8兆7,488億円

12億円
0.0％
12億円
0.0％ 93億円

0.1％
93億円
0.1％

10兆4,729億円
46.6％

5兆4,028億円
24.1％

15兆8,862億円
70.7％

1兆2,999億円  5.8％ 4,138億円
3.0％
4,138億円
3.0％

2兆5億円  8.9％

3兆2,821億円  14.6％ 2兆580億円  15.0％

1兆2,006億円  8.8％

8,861億円  10.2％

1兆2,241億円  14.0％

7,998億円  9.1％

6兆6,486億円
48.5％ 3兆8,243億円

43.7％

10兆474億円
73.2％ 5兆8,388億円

66.7％

3兆3,976億円
24.7％ 2兆52億円

22.9％

職員給 基本給 その他の手当 臨時職員給与 退職金 地方公務員共済組合等負担金 その他

平成28年度の人件費は、職員の退職に伴う退職金の減少等により、前年度に比べ減少しています。

人件費の推移

人件費の項目別内訳
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（年度）

5.8 5.5 5.4 5.9 5.6 6.1 6.1
7.8 7.7

7.2 6.8 6.4
7.2 6.9 5.7 5.4

5.6 6.3

1.3
1.3

1.2

1.3
0.8

0.8 0.9

0.8
0.7

14.3
13.5 13.0

14.4
13.3

12.5 12.4

14.2 14.8

2827

7.2 7.1

6.3 6.4

0.7 0.8
14.2 14.3兆円

0
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10

12

14

16

18
（兆円）

補助事業 単独事業 国直轄事業

26平成18 19 20 21 22 23 24 25

（%）
100

0

20

40

60

80

9,538億円（6.7％） 3,982億円（5.6％） 6,506億円（8.4％）
6,695億円（4.7％） 2,130億円（3.0％）

5,327億円（6.8％）8,027億円（5.6％）
2,109億円
（2.9％）

6,426億円（8.2％）
1兆5,476億円
（10.8％） 1兆3,076億円

（18.3％）

4,833億円（6.2％）

7兆4,416億円
（52.0％）

4兆2,087億円
（58.9％）

3兆3,652億円
（43.2％）

2兆16億円
（14.0％）

4,103億円（5.7％）
1兆6,110億円
（20.7％）

8,901億円（6.2％） 4,017億円（5.6％） 5,052億円（6.5％）

純　計
14兆3,069億円

都道府県
7兆1,504億円

市町村
7兆7,906億円

総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 土木費 教育費 その他

普通建設事業費は、単独事業の増加等により、前年度に比べ増加しています。
また、普通建設事業費の目的別内訳では、土木費が最も大きな割合を占めています。

普通建設事業費の性質別内訳の推移

普通建設事業費の目的別内訳
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繰出金の繰出先内訳の推移

補助費等の目的別内訳の推移

歳出

総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費 土木費 教育費 その他

（年度）

10.710.7

1

0

3

5

7

9

11
（兆円）
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3.5 3.6

1.0 0.9
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0.4 0.4
0.5
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0.6
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1.0
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1.4

1.4

0.3 0.3
0.3

0.3

0.3
0.3

0.3

7.47.4 7.57.5
8.18.1

9.49.4
8.98.9 9.29.2

1.0

3.6

1.1

0.5
0.6

1.0

1.4

0.3
9.59.5

0.7
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0.3
9.39.3
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0.3
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公営企業会計（法非適用企業） 国民健康保険事業会計 老人保健医療事業会計（平成22年度まで） 後期高齢者医療事業会計 介護保険事業会計 基金
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兆円5.4兆円
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財政構造の弾力性
財政の行政需要への対応能力はどうなっているのでしょうか？
地方公共団体が住民からのニーズに的確に応えていくためには、毎年支出が必要になる義務的経費

に充てる財源に加えて、社会経済や行政需要の変化に適切に対応していくための施策に充てる財源を
確保していくことが必要です。その財源の確保の程度を財政構造の弾力性といいます。

1 経常収支比率
平成28年度の経常収支比率は、前年度よ

り1.7ポイント上昇して93.4％となり、13年
連続で90％を上回っています。

経常収支比率＝
人件費、扶助費、公債費等に充当した一般財源等

×100
経常一般財源等（地方税＋普通交付税等）
＋減収補塡債特例分＋臨時財政対策債

経常収支比率とは、人件費、扶助費、公債費のように毎年度経常的に支出される経費
（経常的経費）に充当された一般財源が、地方税、地方交付税を中心とする毎年度
経常的に収入される一般財源（経常一般財源）、減収補塡債特例分及び臨時財政対
策債の合計額に占める割合をいいます。

人件費 扶助費 公債費 その他

33.433.4 31.131.1

6.46.4 6.66.6

21.121.1 21.121.1

31.731.7 32.832.8

36.036.0

5.05.0

21.421.4

29.029.0

91.491.4

36.236.2

5.25.2

21.521.5

30.530.5

93.493.4

35.135.1

5.35.3

21.521.5

30.930.9

92.892.8

34.834.8

5.75.7

21.521.5

31.831.8

93.893.8

32.932.9

6.26.2

20.720.7

30.730.7

90.590.5 92.692.6 91.691.6

32.632.6

6.66.6

20.920.9

32.632.6

92.792.7
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（％）

31.331.3

6.86.8

20.820.8

33.233.2

92.192.1

2827

31.331.3

7.17.1

20.020.0

35.035.0

93.493.4

30.930.9

6.96.9

20.120.1

33.833.8

91.791.7

90.3

（％）

90

80

100

平成18 282719 20 21 22 23 25 2624 （年度）

90.7 90.290.3
92.0 91.8 91.8

89.2

92.6
94.7 93.9

95.9

91.9

94.9 94.6
93.0

91.4 93.4 92.8 93.8
90.5

92.6
92.7

91.6
91.3

92.5

93.0
94.3

92.1
93.4

90.0

93.4

91.7

合計 都道府県 市町村

※合計及び市町村には、特別区及び一部事務組合等は含まれていません。

経常収支比率の推移

経常収支比率（合計）の内訳
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財政構造の弾力性

2 実質公債費比率及び公債費負担比率
地方公共団体の借入金の元金及び利子の支払いのための費用である公債費は、特に弾力性に乏しい
経費であることから、その動向に常に注意する必要があります。
公債費による負担度合いを判断するための指標として、実質公債費比率及び公債費負担比率が用い

られています。

（年度）

7

6

8

9

10
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12

13

15

14

282726252423222120平成19

11.9
12.7

13.1
13.513.713.9

13.5
13.012.8

13.5

6.9
7.4

8.0
8.6

9.2
9.9

10.5
11.2

11.8
12.3

9.3
9.9

10.4
10.9

11.3
11.812.012.112.312.8

純計 市町村都道府県

（％）

※実質公債費比率：実質公債費比率とは、借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示すものです。

15

14

20

19

18

17

16

（年度）28272625242322212019平成18

18.4
18.7

19.5
19.919.7

19.4
18.918.8

19.3

18.6

19.4

14.714.7
15.3

15.7
16.216.416.5

17.0

17.617.7
17.5 17.517.7

18.2
18.518.618.618.418.6

19.2
19.1

19.3

（％）

純計 市町村都道府県

※公債費負担比率： 公債費負担比率は、公債費充当一般財源（地方債の元利償還金等の公債費に充当された一般財源）が一般財源総額に対し、どの程度の割合に
なっているかを示す指標であり、公債費がどの程度一般財源の使途の自由度を制約しているかをみることにより、財政構造の弾力性を判断す
るものです。

実質公債費比率の推移

公債費負担比率の推移
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将来の財政負担
地方財政の借入金はどうなっているのでしょうか？

（注1）地方債現在高は、特定資金公共投資事業債を除いた額です。
（注2）企業債現在高（普通会計負担分）は、決算統計をベースとした推計値です。

1 地方債現在高及び債務負担行為額の推移
平成28年度末における地方債現在高及び債務負担行為による実質的な将来の財政負担は136兆

9,038億円で、前年度末と比べると0.5％減となっています。

平成18 262019 21 22 23 2524

（兆円）
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13.6 13.9 15.3 17.2
17.9 19.7 21.6 25.4

121.1 118.4 115.8 114.4

12.3 11.8 12.5 12.2
137.8 136.0 134.6 134.8

17.9

31.4

110.7

12.3

136.5

19.6

36.1

107.2

13.0

136.7

21.0

40.6

104.1

13.4

137.1

22.4

45.0

101.0

14.5

138.1

22.6

48.5

97.5

15.1

138.5

23.3

50.7

94.9

15.4

137.6

23.6

51.9

93.0

15.6

136.9

積立金現在高 臨時財政対策債 地方債現在高（臨時財政対策債除き） 債務負担行為額 地方債現在高＋債務負担行為額－積立金現在高

（注1）地方債現在高は、特定資金公共投資事業債を除いた額です。
（注2）債務負担行為額は翌年度以降支出予定額です。

2 普通会計が負担すべき借入金残高の推移
地方債現在高のほか、地方財源不足に対処するための交付税及び譲与税配付金特別会計借入金、公

営企業において償還する企業債のうち普通会計がその償還を負担するものを含めた借入金残高は、平
成28年度末で197兆円となっており、依然として高い水準にあります。

地方債現在高（臨時財政対策債除き）臨時財政対策債 交付税及び譲与税配付金特別会計借入金残高 企業債現在高（普通会計負担分）

平成18 2019 21 22 23 2524

（兆円）
250

200

150

100

50

0

27.5
200.2

33.6

26.8

198.6

33.6

26.1

197.1

33.6

25.3
198.7

33.6

24.1
199.8

33.6

23.6
200.4

33.5

22.9
201.0

33.4

22.1
201.4

33.3

（年度末）26

20.8
199.1

32.8

21.4
200.5

33.1

2827

17.9

121.1

19.7

118.4

21.6

115.8

25.4

114.4

31.4

110.7

36.1

107.2

40.6

104.1

45.0

101.0

48.5

97.5

50.7

94.9

20.0
197.3兆円

32.4

51.9

93.0
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将来の財政負担

3 基金残高の推移
平成28年度末における積立金現在高（東日本大震災分を除く。）は21.5兆円で、平成18年度末と比

較すると、7.9兆円の増加となっている。

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0
（兆円）

（年度）平成18

13.6

19

13.9

20

15.3

21

17.2

22

17.9

26

22.6

27

23.3

28

23.6

23

19.6

24

21.0

25

22.4

財政調整基金 減債基金 特定目的基金 東日本大震災分（特定目的基金等。平成28年熊本地震分を含む。）

（注1）東日本大震災分には、平成28年熊本地震分（平成28年度：518億円）を含みます。
（注2）積立金現在高には満期一括償還地方債の元利償還に充てるための減債基金への積立額は含まれていません。

10年間で基金残高が増加したのは、国の施策や合併といった制度的な要因、公共施設の老朽化対策や災害など様々
な将来への備えが主な要因であり、多くの団体が行政改革や経費節減に努めながら積立てを行ったものです。

（単位：兆円）
増加要因 増加額 交付団体 不交付団体

（1）制度的な要因 2.3 2.1 0.1
① 国の施策に基づく特定目的基金※1の増加 0.6 0.5 0.1
② 合併に伴う特例措置の終了に備えているもの等の増加※2 1.7 1.7 0.0

（2）その他の将来の歳入減少・歳出増加への備え※3 5.7 3.1 2.5

歳
入

① 景気の動向による法人関係税等の変動 0.8 0.5 0.3
② 人口減少による税収減 0.3 0.3 0.0

歳
出

③ 公共施設等の老朽化対策等 2.0 1.0 1.1
④ 災害 0.9 0.6 0.3
⑤ 社会保障関係経費の増大 0.7 0.3 0.4

⑥ その他 0.8 0.4 0.4
合　計 7.9 5.3 2.7

（注）図表中の数値については、表示単位未満四捨五入の関係で、合計が一致しない場合があります。
※1 地域医療介護総合確保基金、後期高齢者医療財政安定化基金等、国の施策に基づき設置された基金です。
※2 調査結果及び合併団体と非合併団体の基金残高の伸率の差を基に試算しています。
※3 財政調整基金については調査結果における積立理由の順位を基に、特定目的基金については調査結果における使途区分を基に試算しています。

基金残高はなぜ増えたのか
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地方公営企業の状況はどのようになっているのでしょうか？

地方公営企業

3 決算規模
決算規模は、16兆9,339億円で、事業別にみ

ると、下水道事業が最も大きな割合を占め、以下、
病院事業、水道事業、交通事業、宅地造成事業の
順になっています。

◆病院
4兆5,577億円
（26.9％）

◆水道（簡易水道含む）
3兆9,850億円
（23.5％）

◆交通
1兆1,105億円
（6.6％）

◆その他
1兆1,303億円
（6.7％）
◆宅地造成
6,846億円
（4.0％） 決算規模

16兆9,339億円

◆下水道
5兆4,658億円
（32.3％）

（平成28年度末）

1 地方公営企業の果たす役割
地方公営企業は、住民の生活水準の向上を図るうえで大きな役割を果たしています。

1億2,440万人
（99.6%）

1億2,496万人中
現在給水人口

1億407万人
（90.2%）

1億1,531万人中
汚水処理人口

33億76百万人
（13.7%）

246億人中
年間輸送人員

9億28百万人
（20.2%）

46億人中
年間輸送人員

17万9千床
（11.5%）

156万1千床中
病床数

10

0

20

90

100
（%）

水道事業
（簡易水道事業含む）

下水道事業 交通事業
（鉄軌道）

交通事業
（バス）

病院事業

（注1）グラフは、実施されている全国の全事業全体を100とした場合の地方公営企業が占める割合を表しています。
（注2）全国の全事業全体の数値は、各関係機関の統計資料により作成しています。

2 地方公営企業の事業数
事業数は、8，534事業であり、事業別にみると、

下水道事業が最も大きな割合を占め、以下、水道
事業、病院事業、介護サービス事業、宅地造成事
業の順になっています。

◆水道
2,041事業
（23.9％）◆病院

634事業
（7.4％）

◆宅地造成
427事業
（5.0％）

◆その他
1,236事業
（14.6％）

◆介護サービス
557事業
（6.5％）

（平成28年度末）

事業数
8,534事業

●上水道　1,334事業（15.6%）
●簡易水道　707事業（8.3%）

◆下水道
3,639事業
（42.6％）
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地方公営企業

4 経営状況
経営状況は、7,235億円の黒字となっており、事業別にみると、水道事業、電気事業、ガス事業及び下
水道事業は黒字で推移しています。

（億円）
10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

△2,000

△4,000

△6,000

△8,000

△10,000

0
 黒字

 赤字 病院△429

病院
△4,852

電気電気88電気88電気88電気88

平成18 27 282624 （年度）25

赤字計
△463

赤字計 △9,465

黒字計
5,544 黒字計

4,213その他399
その他184下水道1,405

下水道1,979電気158

電気170
交通770

交通△1,126

工業用水道274
水道2,518

（簡易水道含む）
水道1,814

（簡易水道含む）

その他△34

ガス20

平成18 24

6,000

7,000

（億円）
8,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

△4,000

△5,000

△6,000

0

5,231

1,933

（年度）27 282625

5,081

△5,252

収支合計

赤字計
△ 2,351

黒字計
4,284

その他724
下水道893
電気122
交通42

水道2,503
（簡易水道含む）

病院△1,985

その他△175

ガス△13
赤字計
△37

黒字計
5,268

その他721
下水道1,264

交通506
工業用水道223

工業用水道△254

水道2,372
（簡易水道含む）

その他△37

病院42ガス52
ガス66

その他
△3,233

7,316 7,235億円

工業用水道282

赤字計
△ 720

黒字計
8,036

その他388
下水道2,290

電気269

交通1,117

水道3,634
（簡易水道含む）

病院△703
その他△17

ガス56

工業用水道273

赤字計
△ 988億円

黒字計
8,223億円

その他364

下水道2,456

電気250
交通797

水道4,043
（簡易水道含む）

病院△975
その他△13

ガス40

工業用水道△178

地方公営企業の経営状況の推移
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東日本大震災の影響

1 被災団体における決算の状況
1.特定被災県
特定被災県である9県の歳入総額は10兆6,893億円で、前年度と比べると1,591億円減（1.5％減）

（全国では0.8％減）となっています。また、歳出総額は10兆2,278億円で、前年度と比べると1,202
億円減（1.2％減）（全国では1.0％減）となっています。

※特定被災県……「 東日本大震災に対処するための特別の財政援助及び助成に関する法律」（平成23年法律第40号）第2条第2項に定める特定被災地方公共団体
である県。（青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、栃木県、千葉県、新潟県、長野県）

10兆6,893億円平成28年度

国庫支出金 その他地方税 震災復興特別交付税地方交付税

平成27年度 2兆9,522億円
（27.2％）

2兆100億円
（18.5％）

1兆8,173億円
（16.8％）

4兆688億円
（37.5％）

3,073億円（2.8％）

2兆9,358億円
（27.5％）

2兆275億円
（19.0％）

1兆9,627億円
（18.4％）

3兆7,632億円
（35.1％）

2,885億円（2.7％）

10兆8,483億円

10兆3,480億円

平成28年度

平成27年度

6,690億円（6.5％）

1兆8,331億円
（17.7％）

3,596億円（3.5％）

7兆623億円
（68.2％）

6,065億円（5.9％）

総務費 民生費 災害救助費 衛生費 災害復旧費 その他

7,412億円（7.2％）

4,240億円
（4.1％）

10兆2,278億円5,412億円
（5.3％） 1兆9,963億円

（19.5％）

3,848億円（3.8％）

6兆9,143億円
（67.6％）

3,913億円
（3.8％）

10兆2,278億円

平成27年度

平成28年度

10兆3,480億円

その他の経費 積立金義務的経費 災害復旧事業費普通建設事業費投資的経費

3兆8,995億円
（38.1％）

4兆5,673億円
（44.1％）

3兆9,232億円
（37.9％）

1兆4,979億円（14.5％） 3,596億円（3.5％） 6,716億円（6.5％）

1兆8,575億円（18.0％）

4兆3,629億円
（42.7％）

1兆5,806億円（15.5％） 3,848億円（3.8％） 6,848億円（6.7％）

1兆9,654億円（19.2％）

性質別歳出

目的別歳出

歳入
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東日本大震災の影響

2.特定被災市町村等
特定被災市町村等である227市町村の歳入総額は7兆9,566億円で、前年度と比べると339億円減

（4.1％減）（全国では0.6％減）となっています。また、歳出総額は7兆5,212億円で、前年度と比べると
2,233億円減（2.9％減）（全国では0.1％減）となっています。

※特定被災市町村等……「 東日本大震災に対処するための特別の財政援助及び助成に関する法律第二条第二項及び第三項の市町村を定める政令」（平成23年政
令第127号）の別表第1に定める特定被災地方公共団体である市町村並びに同令の別表第2及び別表第3に定める市町村のうち特定被
災地方公共団体以外のもの。（岩手県33団体、宮城県35団体、福島県59団体など、11県227市町村）

平成27年度

平成28年度 7兆9,566億円

8兆2,961億円2兆2,458億円
（27.1％）

1兆2,853億円
（15.5％）

1兆2,410億円
（15.0％）

3兆5,240億円
（42.4％）

2,725億円（3.3％）

地方税 地方交付税 震災復興特別交付税 国庫支出金 その他

2兆2,684億円
（28.5％）

1兆1,781億円
（14.8％）

1兆1,667億円
（14.7％）

3兆3,434億円
（42.0％）

1,972億円（2.5％）

7兆7,445億円平成27年度

総務費 民生費 災害救助費 衛生費 災害復旧費 その他

3兆5,266億円
（45.5％）

1兆1,770億円
（15.2％）

1,605億円（2.1％）5,550億円（7.2％）

2兆3,254億円
（30.0％）

3,196億円（4.1％）

平成28年度 7兆5,212億円3兆3,411億円
（44.4％）

1兆777億円
（14.3％）

1,694億円（2.3％）

5,649億円（7.5％）

2兆3,681億円
（31.5％）

2,692億円（3.6％）

7兆5,212億円

平成27年度

平成28年度

義務的経費 投資的経費 普通建設事業費 災害復旧事業費 その他の経費 積立金

7兆7,445億円3兆2,971億円
（42.6％）

2兆7,961億円（36.1％）
1兆6,513億円（21.3％）

1,603億円（2.1％）1兆4,911億円（19.3％） 5,304億円（6.8％）

3兆908億円
（41.1％）

2兆8,631億円（38.1％）
1兆5,673億円（20.8％）

1,692億円（2.2％）1兆3,981億円（18.6％） 4,082億円（5.4％）

歳入

目的別歳出

性質別歳出
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2 被災団体における地方公営企業の経営状況
特定被災地方団体における公営企業の総収支は831億円の黒字で、前年度に比べ200億円、19.4％

減少しています。黒字事業は823事業で全体の89.7％、赤字事業は94事業で全体の10.3％となって
います。

※特定被災地方団体……「 東日本大震災に対処するための特別の財政援助及び助成に関する法律」第2条第2項に定める特定被災地方公共団体である9県及び「東
日本大震災に対処するための特別の財政援助及び助成に関する法律第2条第2項及び第3項の市町村を定める政令」の別表第1に定め
る特定被災地方公共団体である178市町村（当該団体が加入する一部事務組合等を含む。）

（事業、億円）

△500

△750

△1,000

△1,250

△1,500

△250

0

250

500

750

1,000

1,250

1,500

平成28年度

823事業823事業

94事業94事業

△465億円△465億円

1,296億円1,296億円

収支 831億円

847事業847事業

82事業82事業

△281億円△281億円

1,312億円1,312億円

収支 1,031億円

平成27年度

黒字額 赤字額 黒字事業数 赤字事業数

561億円

250億円
36億円

赤字計
△177億円

収支 831億円

黒字計
1,008億円21億円

72億円
68億円

△38億円
△80億円
△59億円

△1,500

△1,000

△500

0

500

1,500

1,000

（億円）

平成28年度平成27年度

水道（簡易水道含む） 電気工業用水道 ガス交通 その他病院 下水道

501億円

赤字計
△1億円

収支 1,031億円

黒字計
1,032億円64億円

15億円
75億円

37億円

△△1億円

262億円
78億円

特定被災地方団体における地方公営企業の経営状況

特定被災地方団体における地方公営企業事業別決算収支の状況
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地方財政健全化の推進

1 地方公共団体の財政の健全化に関する法律の概要
旧来の地方公共団体の財政再建制度では分かりやすい財政情報の開示や早期是正機能がない等の
問題が指摘されていたため、新たな指標の整備とその開示の徹底、財政の早期健全化や再生を図る「地
方公共団体の財政の健全化に関する法律」が平成21年4月に全面施行されています。

早期健全化基準 財政再生基準

経営健全化基準

健全段階
◆指標の整備と情報開示の徹底

●フロー指標：実質赤字比率、連結実
質赤字比率、実質公債費比率

●ストック指標：将来負担比率=公社・
三セク等を含めた実質的負債による
指標

➡監査委員の審査に付し議会に報告
し公表

財政の早期健全化段階
◆自主的な改善努力による
財政健全化

●財政健全化計画の策定（議会の議
決）、外部監査の要求の義務付け

●実施状況を毎年度議会に報告し公表

●早期健全化が著しく困難と認められ
るときは、総務大臣又は知事が必
要な勧告

財政の再生段階
◆国等の関与による確実な再生

●財政再生計画の策定（議会の議決）、
外部監査の要求の義務付け

●財政再生計画は、総務大臣に協議
し、同意を求めることができる

●財政運営が計画に適合しないと認
められる場合等においては、予算の
変更等を勧告

公営企業の経営の健全化

実質赤字比率 道府県 ： 3.75%
市町村 ： 11.25% ～ 15%

道府県 ： 5%
市町村 ： 20%

連結実質赤字比率 道府県 ： 8.75%
市町村 ： 16.25% ～ 20%

道府県 ： 15%
市町村 ： 30%

実質公債費比率 25%

20%

35%

将来負担比率

資金不足比率
（公営企業ごと）

都道府県・政令市：400%
市町村 ： 350%

（
健
全
財
政
）

（
財
政
悪
化
）

指標の公表は平成19年度決算から、財政健全化計画の策定の義務付け等は平成20年度決算から適用しています。

※実質赤字比率及び連
結実質赤字比率につ
いては、東京都の基
準は、別途設定され
ています。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の概要
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（旧制度）

一部事務組合・広域連合等

一般会計 一般会計
等

公営事業
会計

特別会計

うち
公営企業
会計

地
方
公
共
団
体

地方公社・第三セクター等

実
質
赤
字
比
率

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

不
良

債
務

資
金
不
足

比
率

（地方公共団体財政健全化法）

※公営企業会計
ごとに算定し
ています。

※公営企業会計
ごとに算定し
ています。

2 健全化判断比率・資金不足比率の状況

0

5

10

15

20

25

平成19 20

（団体）

21 22 23 24 25 （年度）

24
2

2

1

1

19

13

8

2 0 2
26 2827
0 00

実質赤字額がある団体数 うち早期健全化基準以上 うち財政再生基準以上

実質赤字額がある団体数の推移は、下図のとおりです。
平成28年度決算において、実質赤字額がある（実質赤字比率が

0％超である）団体はなく、実質赤字比率が早期健全化基準以上で
ある団体もありません。

実質赤字比率＝
一般会計等の実質赤字額

標準財政規模
実質赤字比率とは、福祉、教育、まちづくり等を行う地方公共

団体の一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化の
度合いを示すものです。

健全化判断比率等の対象

実質赤字比率
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地方財政健全化の推進
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連結実質赤字額がある団体数 うち早期健全化基準以上 うち財政再生基準以上

連結実質赤字額がある団体数の推移は、下図のとおりです。
平成28年度決算において、連結実質赤字額がある（連結実

質赤字比率が0％超である）団体はなく、連結実質赤字比率が
早期健全化基準以上である団体もありません。

連結実質赤字比率 ＝
連結実質赤字額
標準財政規模

連結実質赤字比率とは、すべての会計の赤字と黒字を合算し、地
方公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体
としての財政運営の悪化の度合いを示すものです。

0
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400

500
（団体）

平成19 20 21 22 23 25 26 282724 （年度）

436
3333
2

20
1

399

12
306

4 1
175 1

114 1
63 11

41 1
29 120 15

1

実質公債費比率が18％以上である団体数 うち早期健全化基準以上 うち財政再生基準以上

実質公債費比率が18％以上である
団体数の推移は、下図のとおりです。
平成28年度決算において、実質公

債費比率が財政再生基準以上である
団体数は、市区1団体となっています。

実質公債費比率
（3か年平均） ＝

（地方債の元利償還金 ＋ 準元利償還金）－
（特定財源 ＋ 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）
標準財政規模 －（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

実質公債費比率とは、借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金
繰りの程度を示すものです。
※ 実質公債費比率が18％以上の地方公共団体は、地方債の発行に総務大臣等の許可が必要です。

連結実質赤字比率

実質公債費比率
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早期健全化基準以上の団体数

（団体）

平成19 20 21 22 23 2524 （年度）
0

1

2
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4
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5

3 3

2 2 2

1

27 2826

1 1 1

将来負担比率が早期健全化基準以上で
ある団体数の推移は、下図のとおりです。
平成28年度決算において、将来負担

比率が早期健全化基準以上である団体
数は、市区1団体となっています。

将来負担比率＝
将来負担額 －（充当可能基金額 ＋ 特定財源見込額 ＋

地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）
標準財政規模 －（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

将来負担比率とは、地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性の
ある負担等の現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示すものです。
なお、将来負担比率には、財政再生基準は設けられていません。

（年度）

資金不足額がある公営企業会計数 うち経営健全化基準以上

（会計数）
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88
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18
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13
58
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55
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47

資金不足額がある公営企業会計数の推移は、下図のとおりです。
平成28年度決算において、資金不足額がある（資金不足比率が0％超

である）公営企業会計数は、55会計となっています。このうち資金不足比
率が経営健全化基準以上である会計数は、9会計となっています。

資金不足比率＝
資金の不足額
事業の規模

資金不足比率とは、公営企業の資金不足を、公営企
業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化
し、経営状態の悪化の度合いを示すものです。

将来負担比率

資金不足比率
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